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市議会報は、紙面の都合で発言の一部を掲載しています。
　詳しくは、市役所内情報公開コーナー、市立図書館、市議会
に備えてある会議録をご覧ください。また、インターネットで
も、会議録の閲覧や検索ができます。市ホームページかアドレ
ス　www.kaigiroku.net/kensaku/ayase/ayase.html　からご利用
ください。
　３月定例会の会議録は、６月上旬に閲覧できる予定です。

詳しい内容は会議録で
　

本
市
議
会
の
一
般
質
問
は
、
通
告

の
際
に
質
問
の
方
法
（
一
括
ま
た
は

一
問
一
答
）
を
選
択
し
、
議
員
個
人

が
行
う
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
一
括
方
式
】第
１
回
目
の
質
問
は

通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま
と
め

て
行
い
、
再
質
問
は
必
要
な
も
の

を
ま
と
め
て
行
う
方
式
。
再
質
問

の
回
数
は
２
回
ま
で
と
し
、
質
問

時
間
は
50
分
以
内
。

【
一
問
一
答
方
式
】第
１
回
目
の
質

問
は
通
告
し
た
質
問
の
全
て
を
ま

と
め
て
行
い
、
再
質
問
は
１
問
ご

と
に
行
う
方
式
。
50
分
の
時
間
制

限
内
で
あ
れ
ば
再
質
問
の
回
数
は

無
制
限
。

一
般
質
問
の
方
法

　

民
主
党	

佐
竹　

百
里

　

問　

本
市
で
は
事
務
事
業
評
価
を
導
入

し
、
平
成
14
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
事
務
事
業
評
価
と
は
、
あ
く
ま

で
も
事
業
評
価
で
政
策
評
価
で
は
な
い
。

市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
の
数
あ
る
政
策

の
一
つ
に
連
な
る
個
々
の
事
業
を
い
く
ら

評
価
し
て
も
、
政
策
の
見
直
し
に
は
つ
な

が
ら
な
い
。
今
後
、
政
策
評
価
の
導
入
は

　

新
政
会	

綱
嶋　

洋
一

　

問　

生
活
保
護
制
度
は
、
孤
独
死
の
問

題
や
正
社
員
で
働
い
て
も
ギ
リ
ギ
リ
の
生

活
さ
え
維
持
が
困
難
な
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

を
め
ぐ
っ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で

は
タ
ク
シ
ー
代
の
過
剰
請
求
な
ど
、
不
正

受
給
や
暴
力
団
の
関
与
な
ど
が
マ
ス
コ
ミ

で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
生

活
保
護
制
度
を
見
直
す
べ
き
と
の
声
も
多

　

公
明
党	

松
澤　

堅
二

　

問　

教
育
再
生
改
革
は
、
人
が
輝
く
社

会
づ
く
り
の
源
泉
で
あ
る
。
教
育
の
深
さ

が
日
本
の
未
来
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
あ

り
、
国
家
の
た
め
で
は
な
く
人
間
の
た
め

の
教
育
、
上
か
ら
で
は
な
く
現
場
か
ら
の

改
革
が
必
要
で
あ
る
。
改
革
に
は
、
子
ど

も
に
と
っ
て
最
大
の
教
育
環
境
で
あ
る
現

場
に
立
つ
教
師
の
対
応
や
、
教
師
を
取
り

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
市
民
に
政
策
や

施
策
、
そ
れ
に
連
な
る
事
業
の
透
明
性
を

確
保
す
る
た
め
、
業
務
棚
卸
し
の
導
入
が

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。
市
民
や
議
会
が

一
目
で
分
か
る
市
の
事
業
の
体
系
図
を
作

成
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

　

答　

行
政
評
価
制
度
は
、
市
が
実
施
す

る
政
策
な
ど
の
成
果
や
経
費
を
客
観
的
に

評
価
、
公
表
し
な
が
ら
改
善
・
改
革
に
つ

な
ぐ
仕
組
み
で
あ
る
。
そ
の
手
法
の
一
つ

と
し
て
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
、
市
民

の
視
点
に
立
っ
た
行
政
経
営
の
実
現
、
行

政
の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
事
務

事
業
評
価
を
導
入
し
た
。
評
価
の
反
映
と

し
て
、
57
事
業
で
内
容
の
改
善
が
図
ら
れ

て
い
る
。
評
価
に
よ
り
、
市
民
の
目
線
や

市
民
志
向
の
重
要
性
を
職
員
が
十
分
認
識

し
、
改
善
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
ま
た
、
決
算
を
と
お
し
て
、
施

策
の
目
標
に
か
な
っ
て
い
る
か
、
効
果
は

ど
う
か
な
ど
の
点
を
精
査
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
（
仮
称
）
東
名
綾
瀬
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

く
聞
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の

不
正
受
給
、
給
食
費
や
介
護
保
険
料
な
ど

の
滞
納
者
、
自
立
支
援
へ
の
対
策
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
運
営
す
る
宿
泊
施
設
で
、
ホ
ー
ム

レ
ス
を
集
め
保
護
を
受
け
さ
せ
て
い
る
よ

う
な
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
運

営
上
に
問
題
は
な
い
の
か
。

　

答　

本
市
の
保
護
状
況
は
、
今
年
１
月

現
在
、
６
５
７
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

10
年
の
２
２
０
人
か
ら
比
べ
、
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
本
市
で
は
申
請
時
の
調
査

で
、
資
産
や
収
入
を
把
握
し
、
受
給
中
も

申
告
漏
れ
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。も
し
、

悪
質
な
不
正
が
あ
れ
ば
刑
事
告
発
な
ど
も

考
え
て
い
る
。
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
納

付
指
導
を
行
い
、
介
護
保
険
料
は
市
が
代

わ
っ
て
納
め
る
代
理
納
付
を
検
討
し
て
い

る
。
自
立
支
援
策
と
し
て
は
、
相
談
員
を

配
置
し
、
助
言
指
導
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
宿
泊
施
設
で
は
、
法

律
に
抵
触
す
る
事
案
は
な
い
。

（
ほ
か
に
「
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

巻
く
環
境
の
改
善
が
重
要
で
あ
る
が
、
教

師
は
保
護
者
の
要
求
や
事
務
作
業
に
追
わ

れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
教
師
が
、

子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。
環
境
の
改
善
に
は
教

師
の
情
熱
や
や
る
気
、
指
導
力
の
向
上
が

必
要
と
考
え
る
が
、
こ
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

学
校
現
場
は
忙
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
教
師
が
児
童
・
生
徒
と
じ
っ
く
り
向

き
合
い
、
意
欲
を
持
っ
て
指
導
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
市
費
負
担
の
事
務
職
員

の
配
置
な
ど
で
、
事
務
的
な
仕
事
を
軽
減

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
か
ら
の
課
題
に

組
織
的
な
支
援
体
制
を
整
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
今
後
も
学
校
の
要
望
を
聞
き
な

が
ら
、
児
童
・
生
徒
に
向
き
合
う
時
間
を

確
保
す
る
た
め
の
施
策
を
展
開
す
る
。
ま

た
、
校
内
研
究
で
授
業
を
公
開
し
合
い
、

研
究
を
重
ね
る
こ
と
で
、
授
業
の
改
善
や

若
手
教
師
の
育
成
、
指
導
力
向
上
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
も
教
師
の
意
欲
と
指
導
力

の
向
上
を
目
指
し
、研
修
を
充
実
さ
せ
る
。

（
ほ
か
に
「
農
業
振
興
に
つ
い
て
」
「
平

和
事
業
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

事業の透明性確保
のために業務棚卸
しを導入しないか

生活保護制度の現
状と問題解決への
取り組みについて

教育現場の教師の
対応や教師を取り
巻く環境の改善を

　

市
民
会
議
21	

比
留
川
政
彦

　

問　

地
方
分
権
の
推
進
や
財
政
投
融
資

改
革
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
方
債
計
画
に

占
め
る
政
府
資
金
の
割
合
は
年
々
減
少

し
、
民
間
資
金
の
地
方
債
比
率
は
年
々
高

ま
っ
て
い
る
。
地
方
債
の
個
人
償
還
と
公

募
化
を
通
じ
て
、
資
金
調
達
手
法
の
多
様

化
と
、
住
民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の
高

揚
を
図
る
た
め
、
平
成
14
年
３
月
以
降
、

住
民
参
加
型
市
場
公
募
地
方
債
の
発
行
が

全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
民
参

加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
福
祉
施
設
や
公
園
用
地
の
取
得
、
道

路
整
備
事
業
な
ど
多
様
な
用
途
に
活
用
で

き
る
有
効
な
手
段
と
し
て
考
え
る
。
本
市

で
も
事
業
実
施
の
資
金
調
達
手
法
と
し
て

　

公
明
党	

井
上　

賢
二

　

問　

認
知
症
は
、
誰
に
も
起
こ
り
得
る

病
気
で
、
本
市
で
も
認
知
症
高
齢
者
対
策

は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
身
近
な
地
域
の
連
携
で
認
知
症

の
方
や
家
族
を
支
援
す
る
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。
ま
た
、
認

知
症
の
方
へ
の
介
護
や
支
援
に
は
、
子
ど

も
が
正
し
く
理
解
す
る
取
り
組
み
を
教
育

の
場
で
行
う
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。
地

域
の
認
知
症
介
護
の
推
進
役
と
な
る
認
知

症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
事
業
へ
の
考

え
は
。
さ
ら
に
、
市
長
の
認
知
症
対
策
の

推
進
に
対
す
る
所
見
を
伺
う
。

　

答　

本
市
で
は
高
齢
者
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
と
き
、早
期
に
発
見
で
き
る
よ
う
、

活
用
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　

答　

住
民
参
加
型
市
場
公
募
地
方
債
は
、

地
域
住
民
に
購
入
し
て
も
ら
う
た
め
、
事

業
目
的
を
事
前
に
明
確
に
し
、
個
人
が
購

入
し
や
す
い
よ
う
販
売
単
価
を
小
さ
く
設

定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
で
あ
る
。

地
域
密
着
・
限
定
型
の
公
募
債
で
あ
る
こ

と
か
ら
市
民
の
行
政
へ
の
参
加
意
識
の
高

揚
と
連
帯
感
の
育
成
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
利
回
り
を
高
く

設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
金
融
機
関
に

対
す
る
手
数
料
な
ど
、
事
務
経
費
の
負
担

や
短
期
間
で
の
一
括
償
還
に
よ
る
一
時
的

な
負
担
増
な
ど
問
題
も
多
く
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

は
い
か
い
高
齢
者
等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

は
地
域
の
連
携
も
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら

に
周
知
を
図
る
。
学
校
で
は
、
高
齢
者
擬

似
体
験
や
高
齢
者
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
、

地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
を
と
お
し
て
、

高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
や
感
謝
の
気
持
ち

が
育
つ
よ
う
努
め
て
い
る
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
育
成
で
は
、
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
本
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守

る
応
援
者
と
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

を
養
成
し
て
い
く
。認
知
症
対
策
の
推
進
に

は
、早
期
の
適
切
な
診
断
と
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

（
ほ
か
に
「
高
齢
者
に
対
す
る
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

住
民
参
加
型
の
公
募
地
方
債

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

認
知
症
に
対
す
る
支
援
体
制

を
ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
か

市役所南側に、ふれあいと憩いの場として、東山公園が開園しました。散歩やピ
クニックに出かけてみませんか


